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【
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
】

～
西
南
支
部
宮
保
地
区
～

　

10
月
3
日
（
日
）、
松
陽
小
学
校
の
愛
校

作
業
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
を
し

ま
し
た
。
石
川
地
区
青
年
部
が
同
じ
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
事
に
触
発
さ
れ
「
俺

達
も
母
校
に
恩
返
し
を
し
よ
う
！
」
と
盟

友
み
ん
な
一
致
団
結
！
教
頭
先
生
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
方
々
と
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
７
時
に
集
合
。
畑
中
地
区
長

の
勤
務
先
で
あ
る
㈲
安
井
フ
ァ
ー
ム
か
ら

草
刈
り
機
等
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、
２
時
間

た
だ
ひ
た
す
ら
に
草
を
刈
り
続
け
ま
し
た
。

教
頭
先
生
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
て
の
休
校
や
各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
活
動
・
地
域
行
事
の
中
止
に
よ
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
事
が
極
端
に
減
り
、

例
年
よ
り
雑
草
が
生
え
ま
く
っ
て
る
と
…

存
分
に
刈
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
（
笑
）

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
地

元
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
！

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部　

実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
】

～
企
画
部
会
　
本
部
～

　

11
月
20
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
松
南
会
議
室

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
実

績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
に
よ
る
実
績
発
表
と
青
年
の

主
張
は
２
地
区
の
出
場
が
あ
り
ま
し
た
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
防
止
を
図

り
、
人
数
制
限
や
参
加
者
の
指
定
を
行
い
例

年
の
開
催
と
は
異
な
る
形
式
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
執
行
部
に
よ
る
審
査
結
果
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

★
最
優
秀
賞

　

実
績
発
表
の
部　
　

林
中
地
区　

田
村
さ
ん

　

青
年
の
主
張
の
部　

石
川
地
区　

池
下
さ
ん

　

実
績
発
表
の
部

●
最
優
秀
賞

　
「
伝
統
の
復
活
と
継
承

　
　
　
　
　

そ
の
先
に
見
え
た
光
」

　
　

松
南
支
部
林
中
地
区

　
　
　

発
表
者
：
田
村　

祐
介
さ
ん

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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青
年
の
主
張
の
部

●
最
優
秀
賞

　
「
お
っ
ち
ゃ
ん
と
地
域
の
未
来
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
組
織
」

　
　

西
南
支
部
石
川
地
区

　
　
　

発
表
者
：
池
下　

孝
生
さ
ん　

な
お
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
の

２
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
１
月

に
行
わ
れ
る
石
川
県
大
会
に
出
場
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
委
員
長
西
本　

豊

よ
り
「
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
発
表
で

し
た
。
地
区
の
活
動
内
容
や
盟
友
１
人

１
人
の
想
い
が
言
葉
に
な
る
こ
と
で
、

よ
り
鮮
明
に
記
憶
へ
残
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
各
地
区
の
代
表
に
お
い
て
は
今
回

の
大
会
を
通
じ
て
意
識
の
共
有
や
活
力

の
向
上
へ
と
繋
げ
て
も
ら
い
、
青
年
部

活
動
に
よ
り
一
層
精
を
出
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。


